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俣埜遺跡K地点発掘調査の概要
Matano Site K point Excavation Outline Report 

r~~世遺跡は、式就野fT地点端部在IlIJl.庁する新河

i甘川の支棟、江川の上消却1- ili~台地 lーに他出する。

本追跡は、 i昭如52年j立に行われた民初の調任ヵ、

らこれまでに、|日行総時代の{j掛・傑併をはじめ、

縄文時代早期のかi穴25培、中川の住居跡4軒、

柄鏡11>住川跡 I軒、近1
'
1ヵ、ら近代と考えられる渦

状迫憎が検出されている また、隣接地では奈良・

'1'安時代の木炭窯や粘1:探倒坑が多数織/Jiされて

おり、う川の山崎1i.地点においてもこれらに関iiliす

る迫梢の峨H¥が担定されていた

恨坐遺跡K地点は、~t.，j(JjJ Jl:i )，1(に先立つ記録

保仔のための先制訓古として、平成 17'1'9JJ

20 1¥から 11JJ 61"¥にカ、けて814111在実施した。

調査の結娘、純文H引 ~0)f1山i跡、民{:ï、奈良時代

の住居跡、製鉄作業場跡、 U1i、時JVJ抑制の上坑

が検出された。
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道路状遺構 〆

圃製鉄 作業城跡

d畑任民Jt!l!市iの斜11.;F朗油、ら低地古IIにかけて、間鉄作業場跡と与えられる迎摘が検出

~，llfiiを!lliり込んで平らな部分を作っており、迎物は鋲j'j!，羽，-，、副!1'砲などが111

*側にfl穴が2カ所検111されていることから、 ζの刷所には小hlのよう在もの

が作られ、劉鉄作J誌を行っていたことが推定される。また付近には、凋.nr><:阿部の上t/i
併といlじく方形に刷り込まれた UJrが検出されている i司水のため一郎の底的はA~峨!l2

だが、陥l出できた lljiほ

l而には粘 1:が 4cmfi!l.!t

飲 r;:111 1. .tk淑鍬 抑 ・羽LI 鱒 型Il¥t状況

された

土した

堅l'実作主栂跡
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堆制していた。加えて、

盟鉄円車場跡の西側、低

地部には方形のプランを

もっ道路状迎摘も検出さ

れている
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鈎守1山上紋況
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2号住居跡

3号住居跡
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-土坑{搾

調1m}，部の斜面ド郎から低地部にかけて、上坑群が検11¥されている I:lJiは斜rJliをほぼ

垂直に、かつfJ形に刷り込んで作られている。i明*のため底部は点怖iitだが、 一部在ポーリ

ング調古したところ、ぽ[fjjは傑h'1'こ軍り、その上には粘上がHI摘していた.こうした状川ヵ、

これらの iニIJUNは粘U.'t!刷J/CのI1T能性も暗えられる。ら、

- 純文時代の住居跡

純文時代ql問!の住tlJ跡は、調丘区南東舗に全体の ¥/4ほどが検111された。

中央ややJt:寄りに開銀を設問し、そこへ向かつてほぼ-yllに傑を配している。

際には焼fiや府Gの欠損品在!!l返しにしたものが使川されていた.な

布、 ft1;'ii中央には深さ l m ~の上坑が(1れするが、(-'='c!iはこの I:t/(を

開めた後ILf1'られている。
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3 1') f皇制勝カマド嫡築材UlLlXil1

- 奈良時代の住居跡

出血11.¥代の住民跡は 3軒検出された ll} 

f.t.J，I}跡ではカマドの下前や床の一部に鉄I撃が悦

り H~ 、ており、 2 号住府跡でも制力、な鉄搾が床

の→剖lに倣っていたことから、製鉄に関わる作

車在行っていたことがJ1!iEされるη3号f..t:A1i跡

は、カマド構築材として製鉄骨Jの炉喧が再利川

されており.製鉄tr;誌に関わる人々の住まいで
あることが惟?主される
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i号住居跡出上上期 z円住居跡山上土器
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I r}住且i跡lli土上出
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3'1住居跡出上上器

-出上i立物
I . 2~;'住居跡では上倒僻の螺や坪、須!!{措片、鉄搾が出上、 3 号Ii'f.当

跡ではカマドの樹r1から使Li /i向へ倒れた状態で t 師~~の提がlIi上し、鉄

i雫も少f.tll1t:したゆ

K地点。)，，!r'iでは、策良iI年代目製鉄作盟1%，1跡やその作業に従'1.していた

であろう人々の("i'}，!i跡が検11.¥された。隣陵地点である I'JlI!!点でもII.iJII':J

j町と思われる木炭窯や粘 1'.保J!j1!Lが検III吉れているζ とから、己の付近-

~i~において盟鉄に1則するー迎の11，;!/1が行われていたことは明らかである。

今後は、 IUI:)自物や探取した炭化材の分析を行って時期在確定するととも

に、隙按地点の誠丙IN.出も合的て全体i悼を把出し.本報告刀を刊行したい.
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縄文時代住居跡出上t器
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